
日本気象学会第35期役員候補者選挙の告示

日本気象学会定款（第14条）および細則（第６条）

に基づき，次期役員候補者の選挙を以下の要領で実施

する．

(1)選出する役員候補者数

理事 22名

監事 ２名

(2)立候補の届出

ア．立候補の資格

2007年12月までに常任理事会で通常会員とし

て認められた者．

イ．届出の手続き

立候補する者は，気象学会ホームページ

(http:/wwwsoc.nii.ac.jp/msj/）内「日本気

象学会第35期役員候補者選挙の告示」から次

の書類をダウンロードし，必要事項をもれな

く記入の上，選挙管理委員会に提出するこ

と．

ａ．個人調書（氏名，生年月日，現職又は略

歴，会員番号，立候補地区，役員種別など

を記載)

電子メールに添付の上，提出すること．

ｂ．所信（400字以内．推薦者名の記載可)

電子メールに添付の上，提出すること．

ただし，事情ある場合には選挙管理委員会に

上記書類を請求し，郵送にて提出することが

出来る．また，同委員会に文書で申し出の

上，代理人によって手続きすることができ

る．

ウ．届出の期間

2007年12月14日(金)から2008年１月15日(火)

までに届け出ること．郵送の場合は，速達書

留にするなど安全を図った上，この期間中に

選挙管理委員会に必着のこと．

エ．届出の宛先

E-mail：senkan35＠metsoc.jp

件名は「第35期役員立候補届出」とする．

郵送：〒100-8122

東京都千代田区大手町1-3-4

気象庁予報部数値予報課気付

日本気象学会 選挙管理委員会

オ．立候補受付状況の照会

立候補届出者の氏名は，気象学会事務局およ

び選挙管理委員会に随時照会することができ

る．

(3)資格審査・公示

ア．立候補者の資格審査

立候補届出期間終了後，速やかに資格審査を

行い，気象学会ホームページ上に公示する．

公示後の立候補の取り下げは認めない．

イ．立候補者名薄の記載順序

立候補者資格審査合格者について，選挙管理

委員会が抽選により定める．

(4)投票

ア．投票の資格

2007年12月までに常任理事会で通常会員とし

て認められた者．

イ．選挙広報および投票用紙

選挙広報（立候補者名簿および所信などを含

む）と投票用紙は，立候補資格審査終了後速

やかに作成し，全有権者に郵送する．これが

2008年２月20日（水）までに届かない有権者

は直ちに選挙管理委員会に申し出ること．

ウ．投票期日

2008年３月10日（月）までに選挙管理委員会

に必着のこと．

エ．投票方法

無記名文書投票．投票方法の詳細は投票用紙

と共に郵送する．

(5)開票および結果の公示

ア．開票期日

開票は2008年３月11日（火）に気象庁内にて

行う．有権者はこの開票に立ち会うことがで

きる．

イ．当選者および次点者の順位の決定

細則第６条の定めによるが，当選者と次点者

の得票数が同数となった場合には，抽選でそ

の順位を定める．

ウ．開票結果の公示

開票結果は，当日気象学会事務局（気象庁

8F）および気象学会ホームページに掲示し，

かつ「天気」４月号に公示する．
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日本気象学会選挙管理委員会

〒100-8122 東京都千代田区大手町1-3-4

気象庁予報部数値予報課

電話03-3212-8341 内線3321

(委員長)永田 雅

(委 員)三村恭則，石橋俊之，吉本浩一，深町知宏，

氏家将志，居島 修，河野耕平，村田英彦，

柳瀬 亘

関連の定款および細則

定款第14条 役員は，通常会員の中から，次の方法に

よって選任する．

１．理事および監事は，別に定めるところにより

総会で選任する．

２．理事長は，理事会において理事のうちから選

任する．

３．常任理事は，理事会において理事のうちから

選任する．

４．特定の理事とその親族その他特別の関係にあ

る者の合計数は，理事現在数の３分の１を超

えてはならない．

５．理事と監事は，相互に兼ねることはできな

い．

定款第19条 役員の任期は２年とする．但し，再任は

妨げない．役員は，その任期満了後も後任者が就

任するまでは，なおその職務を行う．

細則第６条 定款第14条における役員の選任は，次に

定める方法による．

１．以下の地区（全国区を含む）において，それ

ぞれの定数の理事候補者を通常会員による選

挙で立候補者の中から選出する．

北海道地区…………２名

東北地区……………２名

関東地区……………２名

中部地区……………２名

関西地区……………２名

九州地区……………２名

沖縄地区……………１名

および

全国区………………９名

合計 22名

ただし，各地区に属する都道府県は次のよう

に定める．全国区は全地区を包含する地区と

する．

北海道地区（北海道)

東北地区（青森，秋田，山形，岩手，宮城，

福島)

関東地区（新潟，群馬，栃木，茨城，埼玉，

千葉，東京，神奈川，山梨)

中部地区（長野，静岡，愛知，岐阜，三重，

福井，富山，石川)

関西地区（滋賀，京都，大阪，和歌山，奈良，

兵庫，岡山，鳥取，島根，広島，

香川，愛媛，徳島，高知)

九州地区（山口，福岡，佐賀，長崎，大分，

熊本，宮崎，鹿児島)

沖縄地区（沖縄)

２．監事候補者については，全国区において，２

名を通常会員による選挙で立候補者の中から

選出する．

３．理事候補選出の選挙に立候補する者は，その

者が所属する地区または全国区の何れかの地

区から立候補する．

４．選挙は，無記名の文書投票によって行う．

５．理事立候補者に対する投票は，投票者が所属

する地区および全国区の２地区について行

う．

６．立候補者の得票数が，その地区における有権

者総数の10分の１に満たない場合，その者は

役員候補者になれない．

７．当選者および次点者の順位は，地区ごとに得

票数の多い者を上位として定める．

８．理事長は，理事および監事立候補者の当選者

を選挙後の最初の総会に次期役員として提案

する．

９．理事候補の当選者は，合意に基づき，選挙後

の最初の総会までに，当選者との合計が最大

定数を越えない範囲で，役員候補者を理事長

に推薦することができる．理事長は，その者

を総会に次期役員候補者として推鷹する．

10．前項において，当選者が推薦できる理事候補

者の数は，理事の最大定数の３分の１を越え

てはならない．

11．役員に欠員が生じた場合，選挙における次点

者を後任役員候補者とする．前任者の選出地

区に次点者がいない場合，理事会の議を経

て，理事長は前任者の選出地区から後任役員

の候補者を推薦することができる．候補者と

〝天気"54．11．26

 

950



なった者は，総会で選任されるまでの間，役

員に準じて職務を行うことができる．後任役

員の任期は前任者の残任期間とする．

12．第９項および第11項において，連続する２期

を越えて同じ者を役員候補に推薦してはなら

ない．

(以上)

熱帯降雨観測衛星（TRMM）10周年公開シンポジウム
「変わりゆく地球と雨」の開催について

宇宙航空研究開発機構（JAXA)，情報通信研究機

構（NICT）及び米国航空宇宙局（NASA）は，1997

年11月28日に日米共同ミッションとして打ち上げられ

た熱帯降雨観測衛星（Tropical Rainfall Measuring
 

Mission：TRMM）が，観測10年目の節目を迎える

のを記念し，公開シンポジウムを開催します．

「雨」は，日常生活に深い関わりがあるばかりでな

く，その分布と変動は，近年，社会的関心が高まって

いる気候変動や地球温暖化の影響を受けていると言わ

れています．本シンポジウムでは，こうした状況を踏

まえ，これまでのTRMM の10年間の観測で得られ

た成果の中から，「雨」の特徴や変動，水資源として

の分布などに関する知見や，天気予報や洪水予報など

日常生活に役立っている事例について，一般にもわか

りやすく紹介します．さらに，衛星による降水観測，

地球観測の意義と社会への貢献や将来の全球降水観測

の展望についても議論していきます．

記

熱帯降雨観測衛星（TRMM）10周年公開シンポジウ

ム「変わりゆく地球と雨」

日時：平成19年12月８日（土）13：30～16：00

会場：六本木アカデミーヒルズ49 タワーホール

(東京都港区六本木6-10-1 六本木ヒルズ森タ

ワー49F)

主催：宇宙航空研究開発機構（JAXA)，情報通信研

究機構（NICT)，米国航空宇宙局（NASA)

後援：文部科学省（予定)，総務省（予定)，日本水

フォーラム

主なプログラム（同時通訳あり)：

「宇宙から雨の特性を知る」 高薮 縁

(東京大学気候システム研究センター教授)

「気候学・暴風雨・洪水の知識に対するTRMM の

貢献」 Robert Adler

(NASA，米国TRMM プロジェクト・サイエ

ンティスト)

「世界の水問題の解決へ向けて」 沖 大幹

(JAXA地球観測研究センター水循環研究グ

ループリーダー/東京大学生産技術研究所教授)

「パネルディスカッション―衛星降水観測の意義と

展望―」

中澤哲夫（司会)（気象研究所/日本TRMM

プロジェクト・サイエンティスト)，竹村公太

郎（日本水フォーラム事務局長)，Arthur Hou

（NASA，米国GPM プロジェクト・サイエン

ティスト)，中村健治（名古屋大学/日本GPM

プロジェクト・サイエンティスト)，井口俊夫

（NICT電磁波計測研究センター グループ

リーダー)，松浦直人（JAXA地球観測研究セ

ンター 計画マネージャ)

参加申し込み：下記URLにて参加申し込み（事前登

録）を受け付けています（定員300名，参加費

無料)．

http://www.eorc.jaxa.jp/TRMM/10th symp/

問い合わせ先（シンポジウム事務局)：

03-5467-5539（㈱プライムインターナショナル)
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